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　１．はじめに
　「英語科」は、米軍基地など佐世保の地域性を生かした学科として、平成元年に新設され、これま
で実践的な英語教育を中心に運営してきた。平成 25 年度より新たに「国際コミュニケーション学科」
へと名称を変更し、英語教育に加え、中国語、韓国語、日本語（留学生用）、さらに社会人として必
要なキャリア教育にもフォーカスをあてた教育内容へと変更した。
　この名称変更に伴い、海外からの留学生も積極的に受入れ、日本人学生のグローバルマインドの
醸成にも取組む。今年度は、中国、韓国、ミャンマー、ベトナム、アメリカからの留学生と共に学ぶ。
又、社会人にもさらに門戸を広げ、コミュニティカレッジとして、地域に根ざし、地域の中核をな
す人材養成の学科になることを目指している。
　具体的には、以下の５項目を国際コミュニケーション学科の人材育成目標とし、カリキュラムや
授業内容を組み立て、学科運営を行なう。
１外国語で実践的なコミュニケーションができる人材。
２異文化と自国の文化の理解深め、グローバルな視点に立って考え、行動できる人材。
３社会で必要とされるキャリアを身につけ、地域社会で活躍できる人材。
４社会で求められる社会人基礎力を身につけ、地域に貢献できる人材。
５興味に応じた専門の学びを深め、更なる自己研鑽に努める人材。
　語学でのコミュニケーション力養成は勿論のこと、学生一人一人が社会人としての基礎的な力を
つけ、世代を超え、国境を越え、人と人とがしっかりとコミュニケーションが取れる基礎を身につ
けることができる学科を目指している。
　２．学科の学びを機能的に結びつけるゼミの役割
　ゼミを学科全体の学びを有機的に結びつける科目として捉え、１年生、2 年生それぞれの到達目標
を設定した。平成 25 年度前期は、２学年合同で、社会人基礎力の養成、語学力の確認の場として授
業を展開する。また、達成度の視覚化の試みとして「社会人基礎力（経済産業省）の３つの能力／
12 の能力要素；前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力）、考え抜く力（課題発見力、計画力、
創造力）、チームワークで働く力（発進力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律生、スロレスコントロー
ル力）を定期的に数値評価させ、達成度の確認をさせたい。
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　（教養ゼミⅠ　1 年生　到達目標）
① 学年を超えてスムーズなコミュニケーションができるようになる。
② 先輩より留学やインターンシップなどの情報を得て、自分の成長につなげることができる。
③ 様々なトピックに関して議論を行い、社会人として必要な基礎力を養成することができる。
④ １分間言語プレゼンを通して自分が学んでいる言語の到達度を確認することができる。
⑤ 新聞講読を通して、現代社会のできごとを理解し、まとめ、自分の意見を表す力をつけることが
できる。
（総合ゼミⅠ　2 年生　到達目標）
① 学年を超えてスムーズなコミュニケーションができ、先輩としてリーダーシップを身につけるこ
とができる。
② 後輩に留学やインターンシップなどの情報を供与し、自分の成長につなげることができる。
③ 様々なトピックに関して議論を行い、社会人として必要な基礎力を養成することができる。
④ １分間言語プレゼンを通して自分が学んでいる言語の到達度を確認することができる。
⑤ 新聞講読を通して、現代社会のできごとを理解し、まとめ、自分の意見を表す力をつけることが
できる。
　上記を目標達成のために、「１年 2 年合同の小グループでの活動」、「2 年生による留学やインター
ンシップのプレゼンテーション」、「新聞講読活動（理解、まとめ、議論、発表等）」、「１分間外国語
プレゼン」等を通してこれらの目標達成を目指す。
　また、これまで英語科が主体となって実施してきた「市民公開講座　オモシロ国際学（田原陽一
教授）」の運営にも携わり、世代の大きく異なる受講者とのコミュニケーション力を高める活動や、
外部機関であるハローワーク（学卒ジョブサポーター）の協力も得て、将来の就職に関連するワー
クショップも取入れる。
　３．具体的な学科内容
　以下は、国際コミュニケーション学科の内容を表したプレゼンテーションである。これまで英語
科として培ってきた英語教育とキャリア教育をさらに深化させる。
　米軍基地やハウステンボスなどの佐世保の地域性を生かし、語学とキャリア教育において、基礎
／専門科目のアカデミックな学びに加え、実際の外国人とのコミュニケーションや職場でのインター
ンシップの学びで教育力を高める。また、留学生を含めた様々なプロジェクトベースの授業を通して、
より深く学べる体制とする。
（新）国際コミュニケーション学科が目指すもの　－ 地域の短期大学・コミュニティカレッジとして－
—95—
長崎短期大学研究紀要　第 25 号
—96—
（新）国際コミュニケーション学科が目指すもの　－ 地域の短期大学・コミュニティカレッジとして－
—97—
長崎短期大学研究紀要　第 25 号
—98—
（新）国際コミュニケーション学科が目指すもの　－ 地域の短期大学・コミュニティカレッジとして－
—99—
長崎短期大学研究紀要　第 25 号
—100—
　４．まとめ
　新学科のキーワードとして、広義でのコミュニケーション力の養成、実践的な言語教育（英語、
中国語、韓国語）、異文化理解、社会人基礎力養成、キャリア教育が上げられる。新学科の人材育成
の目標に向かって、授業科目・内容の充実に加え、多様な留学制度、インターンシップ制度などの
プログラムを充実させていきたい。
　特に語学と職業インターンシップを合わせた「海外でのインターンシップ」には力を入れており、
現在実施しているニュージーランドでのホテル有給インターンシップに加え、スイスの教育機関
(SEG, Swiss Education Group) との連携による、ホテルインターンシッププログラムを開始する。今
後、通常の短大 2 年間に加え、サンドイッチ留学による３年間の教育、希望すれば、卒業後 2 年間
さらに海外で学ぶことにより、学士号を取得可能な学びのステージを構築していく。
　付記　本研究は長崎短期大学、平成 25 年度傾斜配分研究費の助成を受けておこなったものである。
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